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序

　当研究部では，昭和63年度より特定研究「東アジア地域における酸性雨に関連する汚染質の輸送

に関する研究」を5年計画で実施し，さらに平成5年度から3年計画でその第H期の研究を行って

きた。本報告は1期における研究成果をまとめたものである。

　酸性雨が「国境を越えた大気汚染」として本格的に取り扱われたのはヨーロッパにおいて1970年

代のことである。日本においては1968年に大気汚染防止法が制定され，SO2などの排出は量的に厳

しく規制されるようになり，わが国においては広域にわたる酸性雨の被害は顕在化しないものと考

えられていた。ところが，1985年に関東地方でスギの衰退が発見され，酸性雨の問題が大きくクロー

ズアップされるようになってきた。

　一方，東アジア地域の諸国では近年の急激な人口増加，工業化の進展などにより，著しいエネル

ギーが消費されるようになり，種々の大気汚染物が大気中に放出されるようになってきた。特に硫

黄酸化物の東アジアにおける排出量は1987年には約2千3百万トン／年と見積もられ，年々増加の

傾向にある。その内の約85％が中国によって占められていることは注目に値する。

　このようなことから，東アジア地域においても近い将来ヨーロッパや北アメリカのような酸性雨

等の酸性降下物による被害に見舞われることが懸念されている。このために，当研究部で開発した

「長距離輸送モデル」を利用して東アジア地域における酸性・酸化性物質の動態を把握し，影響の

程度を予測する手法を開発するとともに，その制御方法の検討に資するために本研究が実施された

ものである。

　実測された湿性沈着量は比較的近傍の排出源からの寄与が大きく，冬季の北九州では乾性及び湿

性沈着量とも韓国からの寄与が圧倒的に多いこと，また，夏季では中国の上海や南京等の寄与が顕

著であることなどが結果として得られた。

　モデルに取り入れた乾性及び湿性沈着過程は計算の制約上可能な限り簡素化し，incloud

scavengingの過程がモデルに含まれていないなどの不十分な点は今後の研究課程において徐々に改

善されていくものと期待している。

　本研究は気象庁数値予報課，気象研究所予報部，科学技術庁政策研究所を始め多くの人たちのご

協力を頂いた。それらの方々に心から感謝する。

平成7年5月

応用気象研究部長　花房龍男
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